
 

 

 

 

『 適応力 』 

校長 佐藤 太 

木枯らし吹く十二月。三者面談も始まりますが、今年もあと一月で終わります。この一年を振り返ると、誰もが、

コロナとの生活をあげることでしょう。その中で、私は、私達の持つ「適応力」について、考えるようになりまし

た。コロナ禍を含めて様々な状況の中でも、人間は適応力を持ち、生きることのできる生物で、その生きる術（す

べ）を駆使できる素晴らしさを備えていることを実感しました。 

人類は長い歴史の中で、生き延びてきました。進化論を唱えた生物学者ダーウィンも著書「種の起源」で、“こ

の世に生き残る生物は、力の強いものか、頭のいいものか。そうではない。それは、環境や変化に対応できる生き

物だ”と言っています。生物がその形や機能を変化させてきた過程が進化ですが、進化の過程で、多くの生物種が

誕生し、また、絶滅したのも生物の歴史です。恐竜は二足歩行ができ、泳いだり、飛んだりと他の生物にはない様々

な進化を遂げましたが、気候変動や天変地異などの環境変化に適応できずに滅び、恒温動物の哺乳類は生き残った

と本で昔、読んだことがあります。 

コロナ禍で制約も多い中、私たちは新ルールによる生活に順応し、状況や時期に応じて変化をさせてきました。

そして、一人一人が適応する工夫や努力を重ね、今は、身に付けた習慣のように行動でき、仲間との生活や学習を

安全に行っている手ごたえを感じています。２学期、皆さんが適応力をもち、生活･学習ができたことは、必要な

ことですけれども、素晴らしいことでもあるのです。私が、２学期の皆さんから感じたことを３点述べます。 

● 例年以上に授業に集中して、しっかり学習している生徒が多くなったと感じます。素晴らしいことです。 

（マスクをしながらの授業で、おしゃべりしにくいことあるかもしれませんが） 

● 生徒全員で成功させた「葵祭」は見事でした。一人一人の学校生活への自信と活力に繋げてほしいと思います。  

● クラス活動、生徒会･委員会活動、部活動も主体性を出しながら周りを考えて活動でき、成長の跡を感じます。 

コロナの状況が、世界的に解決できたわけではありませんが、社会全体で、様々な研究や開発が進められ、対応

の仕方で分かってきたこともあります。国も１２月以降の５千人以内のイベント開催では、マスクなどの対策を取

りながら下の表のような方針を出したのもその一例です。これからも新しい問題や課題は出てくるかもしれません

が、学校や皆さんの力を結集して、安全に前に進んでいくことを大切にしたいと思います。 

そして、早く日常の生活や暮らしを取り戻せる社会になっていけることを切望しています。１２月は寒くなりま

すが、健康に気をつけ、自分の目標や、やりがいをしっかりもって、学校生活と学習を頑張ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、毎日の健康管理へのご協力や本校の教育活動へのご理解、ありがとうございます。今後も引き続き、

保護者・地域の皆様のお力をよろしくお願いいたします。 
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教育目標 

「豊かな心とたくましい体をもつ生徒」｢自ら計画し進んで学習する生徒｣｢他人の立場を尊重し仲良く協力できる生徒｣ 
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「全国に誇れる御成門中学校を創る」－世界に発信する－ 

 御成門だより 

 
進化論を唱えた 

 ダーウィン 

１２月以降のイベント開催制限の在り方について（国が出した１２月からの方針） 

時期 イベントの類型 収容率の目安 人数上限の目安 

12月 1日～

当面2月末ま

で 

大声での歓声・声援等がないことを

前提としうるもの 

・クラッシック音楽コンサート、演劇、

舞踏、伝統芸能、演芸、公演、 

式典、展示会 等 

・飲食を伴うが発声がないもの 

100％以内 

（適切な間隔をとる. 

最低限人と人とが 

接触しない間隔） 

①収容人数が 10,000

人超は収容人数の

50％まで 

②収容人数 10,000人

以下は 5,000人まで 

 



本校は、令和２・３年度港区教育委員会研究奨励校の指

定を受け、『生徒の学びに向かう力の育成～１人１台のタ

ブレット端末の活用で変わる学校生活～』をテーマに研究

を進めています。令和元年９月に区のモデル校として全生

徒・全教員に１台ずつのダブレット端末が配備され、様々

な実践を重ねています。 

［授業での実践］ 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的な学習の時間      英語科国際 

 

 

 

 

 

 

 

     数 学          理 科 

 

［専門委員会での活用］ 

 

 

 

 

 

 

 

［オンラインでの朝礼の実施（コロナ対策）］ 

 

 

 

 

 

 

 

［生徒会役員選挙の立会演説会・オンライン投票］ 

 

 

 

 

  

 

 

選挙当日は、港区選挙管理委員、港区明るい選挙推進協

議会委員、港区選挙管理員会事務局から総勢９名の方が来

校され、立会演説会と投票（アンケート作成ソフト forms

を利用）に立ち会ってくださいました。 

［校内研究授業］ 

〇9月 29日 技術科授業（３年Ｃ組） 

               一人一人がライントレ 

ーサーのプログラムを作 

り、社会や生活の中でプ 

ログラムが活用されてい 

る場面について考えを深 

めました。 

 

〇11月25日 国語科授業（３年Ｂ組） 

               対面でのコミュニケー 

ションとチャットでのコ 

ミュニケーションを比較 

しながら、合意形成に向 

けて考えを広げたり、深 

めたりする話し合いの仕 

              方について学びました。          

※12月（英語）,1月（理科）,2月（数学）,3月（保健体

育）、令和３年度１学期（社会、美術、音楽）の研究授

業を計画しています。 

［活躍する御成門中生！］ 

〇税についての作文 

 「芝納税貯蓄組合連合会会長賞」中山 昂 くん 

〇税についての標語 

 「芝間税会 入選」 小野 碧 くん 

 「全間連賞」    三階 美優 さん 

〇ダンス部 区民まつりに動画で出演 

〇バスケット部 

 ［男子］港区大会準優勝（優勝チームに３点差惜敗）          

 ［女子］シード校に第３クォーターまでリードするも 

     １回戦で惜敗（港区大会） 

 
【１２月の予定】 

１日（火）～３日（木）三者面談、５時間授業 

４日（金）三者面談 

1,3年：5時間授業 

  2年：６時間授業、６校時：ｷｬﾘｱ教育出前授業 

５日（土）土曜授業日 

     パラスポーツ体験［ボッチャ］（１年） 

７日（月）～８日（火）三者面談、５時間授業 

７日（月）子どもサミット、標準服メンテナンス 

10日（木）専門委員会 

11日（金）６校時；キャリア教育講演会（２年） 

14日（月）全校朝礼 

18日（金）６校時：職業調べ学年発表会（２年） 

19日（土）土曜授業日、11：30～引き渡し訓練 

21日（月）生徒朝礼 

24日（木）美化活動 

25日（金）終業式 

26日（土）冬季休業日始（～1月7日） 

29日（火）学校閉庁期間始（～1月3日） 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 



 


